
平成２７年度

第２回大分県自立支援協議会

日 時：平成２８年２月１日（月）

場 所：大分県庁舎 本館１２会議室

大分県福祉保健部障害福祉課
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議題１

医療的ケアが必要な障がい児・者に対する支援
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平成２７年１２月１４日
障害者総合支援法施行３年後の見直しについて
～社会保障審議会　障害者部会　報告書～　から一部抜粋
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平成２７年１２月１４日
障害者総合支援法施行３年後の見直しについて
～社会保障審議会　障害者部会　報告書～　から一部抜粋
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MEMO
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議題２

障がい者アートの取組について
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＜
基

本
的

な
認

識
＞

○
芸

術
は

豊
か

な
人

間
性

を
育

て
、

人
が

人
ら

し
く
生

き
る

た
め

の
糧

で
あ

り
、

多
様

性
を

認
め

合
い

、
他

者
と

共
感

し
合

う
心

を
通

じ
て

相
互

の
理

解
を

促
進

す
る

  
 な

ど
共

生
社

会
の

基
盤

を
な

す
も

の
で

あ
り

、
子

ど
も

や
高

齢
者

、
障

が
い

の
あ

る
人

に
も

広
く
社

会
参

加
の

機
会

を
ひ

ら
く
社

会
包

摂
の

機
能

を
有

し
て

い
る

。
○

全
国

的
な

機
運

の
高

ま
り

と
相

ま
っ

て
、

大
分

県
に

お
い

て
も

県
立

美
術

館
の

開
館

、
平

成
３

０
年

の
国

民
文

化
祭

の
開

催
、

並
び

に
全

国
障

害
者

芸
術

・
文

化
  

 祭
の

開
催

が
決

定
す

る
な

ど
行

政
と

し
て

も
障

が
い

者
の

芸
術

活
動

を
強

く
押

し
進

め
る

こ
と

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

　
①

人
材

育
成

（
施

設
等

で
芸

術
的

視
点

か
ら

指
導

で
き

る
職

員
等

の
育

成
）

　
②

作
品

展
示

の
機

会
の

確
保

（
展

示
会

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

、
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

等
）

　
③

高
い

レ
ベ

ル
の

作
品

発
掘

（
県

内
事

業
所

等
に

有
識

者
を

派
遣

）
　

④
全

国
障

が
い

者
芸

術
・
文

化
祭

に
向

け
た

検
討

会
議

の
設

置
　

　
　

　
　

（
テ

ー
マ

や
愛

称
、

事
業

メ
ニ

ュ
ー

な
ど

実
施

計
画

を
策

定
）

①
市

町
村

、
施

設
・
事

業
所

等
を

巻
き

込
ん

だ
機

運
の

醸
成

②
障

が
い

者
芸

術
・
文

化
祭

に
参

加
す

る
ア

ー
テ

ィ
ス

ト
の

発
掘

③
東

京
オ

リ
ン

ピ
ッ

ク
・
パ

ラ
リ

ン
ピ

ッ
ク

競
技

大
会

（
文

化
プ

ロ
グ

ラ
ム

）
　

　
に

向
け

た
取

組

～
目

的
～

障
が

い
者

の
自

立
と

社
会

参
加

を
促

進
す

る
た

め
、

障
が

い
者

の
総

合
美

術
展

で
あ

る
「と

き
め

き
作

品
展

」
を

拡
充

す
る

と
と

も
に

、
そ

の
成

果
等

を
踏

ま
え

な

が
ら

、
今

後
の

障
が

い
者

ア
ー

ト
の

展
開

を
検

討
す

る
。

～
概

要
～

①
と

き
め

き
作

品
展

（
委

託
先

：
大

分
県

障
害

者
社

会
参

加
推

進
セ

ン
タ

ー
）

ア
一

般
展

・
会

場
：

iic
hi

ko
 総

合
文

化
セ

ン
タ

ー
ア

ト
リ

ウ
ム

プ
ラ

ザ

・
期

日
：
平

成
２

７
年

１
１

月
２

６
日

～
２

９
日

・
内

容
：
県

内
の

障
が

い
者

が
制

作
し

た
絵

画
、

陶
芸

、
書

道
、

写
真

な
ど

の
作

品
展

（
毎

年
度

３
０

０
点

を
超

え
る

出
展

あ
り

）

イ
「

Ac
tio

n
！

」
・
会

場
：
大

分
県

立
美

術
館

展
示

室
Ａ

（
新

規
）

・
期

日
：
平

成
２

８
年

１
月

１
５

日
～

１
７

日

・
内

容
：
一

人
ひ

と
り

の
も

つ
可

能
性

を
活

か
す

仕
組

み
を

考
え

る
ア

ー
ト

展
（
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

、
フ

ォ
ー

ラ
ム

等
）

（
来

場
者

３
日

間
で

９
０

８
人

）

②
障

が
い

者
芸

術
活

動
支

援
懇

談
会

（
新

規
）

障
が

い
者

ア
ー

ト
の

取
組

に
つ

い
て

平
成

27
年

度
の

取
組

（
障

が
い

者
ア

ー
ト

推
進

事
業

4，
15

7
千

円
）

（
参

考
）

元
気

の
で

る
ア

ー
ト

（
平

成
１

７
年

度
～

）

事
務

局
：
社

会
福

祉
法

人
み

ず
ほ

厚
生

セ
ン

タ
ー

平
成

28
年

度
の

取
組

（
全

国
障

が
い

者
芸

術
・
文

化
祭

開
催

準
備

事
業

予
算

要
求

中
）

課
題
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平
成

２
７

年
度

の
取

組
（
障

が
い

者
ア

ー
ト

推
進

事
業

）

１
設

置
目

的

見
る

者
等

に
感

動
を

与
え

る
障

が
い

者
芸

術
活

動
は

障
が

い
者

の
自

立
や

社
会

参
加

を
後

押
し

す

る
大

き
な

可
能

性
を

持
つ

こ
と

か
ら

具
体

的
な

支
援

策
に

つ
い

て
、

見
識

を
有

す
る

幅
広

い
分

野
の

関

係
者

か
ら

意
見

を
聞

き
、

今
後

の
障

が
い

者
芸

術
の

支
援

の
あ

り
方

に
つ

い
て

検
討

す
る

。

２
検

討
項

目

・
大

分
県

障
が

い
者

芸
術

活
動

支
援

に
関

す
る

提
言

に
つ

い
て

・
「
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

！
」
の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

３
委

員
名

簿

①
大

分
大

学
教

授
田

中
修

二
委

②
た

ん
ぽ

ぽ
の

家
理

事
長

播
磨

靖
夫

③
す

ぎ
の

こ
村

い
き

い
き

ラ
ン

ド
施

設
長

熊
懐

誠
治

④
Ｌ

Ａ
Ｐ

Ａ
Ｌ

Ｏ
Ｍ

Ａ
代

表
中

野
伸

哉

⑤
サ

ポ
ー

ト
セ

ン
タ

ー
風

車
吐

合
紀

子

⑥
Ｂ

Ｅ
Ｐ

Ｐ
Ｕ

Ｐ
Ｒ

Ｏ
Ｊ

Ｅ
Ｃ

Ｔ
代

表
山

出
淳

也

⑦
大

分
県

立
美

術
館

副
館

長
加

藤
康

彦

４
開

催
時

期
・
内

容

■
第

１
回

時
期

：
８

月
１

１
日

（
火

）

内
容

：
①

懇
談

会
設

置
の

目
的

と
大

分
県

の
取

組
状

況
説

明

②
各

委
員

の
活

動
状

況
報

告
等

（
問

題
点

、
課

題
の

洗
い

出
し

）

③
特

別
展

の
実

施
方

法
の

検
討

■
第

２
回

時
期

：
９

月
２

９
日

（
火

）

内
容

：
①

大
分

県
障

が
い

者
の

芸
術

活
動

支
援

に
関

す
る

意
見

聴
取

②
Ｈ

２
８

年
度

新
規

事
業

に
対

す
る

意
見

聴
取

③
特

別
展

企
画

イ
メ

ー
ジ

の
提

案
、

検
討

■
第

３
回

時
期

：
１

０
月

２
９

日
（木

）

内
容

：
①

「
大

分
県

障
が

い
者

芸
術

活
動

支
援

に
関

す
る

提
言

（
仮

称
）
」に

つ
い

て
意

見
聴

取

②
Ｈ

２
８

年
度

新
規

事
業

に
対

す
る

意
見

聴
取

③
「
Ａ

ｃ
ｔｉ

ｏ
ｎ

！
」の

具
体

的
な

内
容

に
つ

い
て

■
第

４
回

／
第

５
回

時
期

：
２

月
～

３
月

内
容

：
①

Ｈ
２

７
年

度
実

施
事

業
報

告

②
「
大

分
県

障
が

い
者

芸
術

活
動

支
援

に
関

す
る

提
言

（
仮

称
）
」の

確
定

③
平

成
２

８
年

度
新

規
事

業
の

決
定

、
協

力
依

頼
等

大
分

県
障

が
い

者
芸

術
活

動
支

援
懇

談
会

１
目

的

障
が

い
の

あ
る

方
々

が
芸

術
文

化
活

動
を

通
じ

て
自

己
を

表
現

し
生

活
を

豊
か

に
す

る
と

と
も

に
、

県
民

の
障

が
い

へ
の

理
解

を
深

め
、

障
が

い
の

あ
る

方
々

の
自

立
と

社
会

参
加

の
促

進
に

寄
与

す
る

こ
と

を
目

的

と
す

る
。

２
日

時

平
成

２
８

年
１

月
１

５
日

（金
）
10

:0
0

～
１

７
日

（
日

）
1
6
:0

0

３
場

所

大
分

県
立

美
術

館
1 

階
展

示
室

Ａ
（
大

分
市

寿
町

2-
1
）

４
主

催

大
分

県

５
企

画

Ｎ
Ｐ

Ｏ
法

人
B

E
P

P
U

 P
R

O
J
E
C

T
  
（
代

表
山

出
淳

也
氏

）

６
概

要

作
品

の
展

示
・
鑑

賞
に

と
ど

ま
ら

ず
、

映
像

、
音

楽
、

演
劇

な
ど

様
々

な
活

動
を

紹
介

す
る

ほ
か

、

国
東

市
の

造
形

作
家

中
野

マ
ー

ク
周

作
氏

に
よ

る
ワ

ー
ク

シ
ョ

ッ
プ

や
、

日
本

の
障

が
い

者
ア

ー
ト

の
代

表
的

実
践

者
で

あ
る

一
般

財
団

法
人

「
た

ん
ぽ

ぽ
の

家
」の

播
磨

靖
夫

氏
に

よ
る

障
が

い
者

ア
ー

ト
に

つ
い

て
考

え
る

フ
ォ

ー
ラ

ム
を

開
催

７
実

績

入
場

者
数

(３
日

間
累

計
)

９
０

８
人

８
ア

ン
ケ

ー
ト

結
果

・
公

営
の

美
術

館
に

て
ア

ー
ル

ブ
リ

ュ
ッ

ト
展

が
開

催
さ

れ
る

こ
と

が
少

な
い

の
で

、
と

て
も

良
い

機
会

だ
っ

た
。

・
作

品
は

も
ち

ろ
ん

だ
が

、
そ

れ
ぞ

れ
の

取
り

組
み

の
プ

ロ
セ

ス
等

が
知

れ
て

良
か

っ
た

。

・
文

章
と

し
て

説
明

が
あ

る
の

で
、

ゆ
っ

く
り

と
理

解
で

き
良

か
っ

た

・
展

示
方

法
が

わ
か

り
や

す
く
よ

か
っ

た
。

・
心

の
バ

リ
ア

が
ほ

ど
け

て
い

く
よ

う
な

心
地

良
い

メ
ッ

セ
ー

ジ
が

ス
ト

レ
ー

ト
で

、
優

し
く
伝

わ
っ

て
来

ま
し

た
。

共
感

で
き

る
人

が
多

い
大

分
県

で
あ

れ
ば

と
願

い
ま

す
。

・
い

ろ
い

ろ
考

え
る

き
っ

か
け

と
な

っ
た

展
示

会
で

し
た

。
ア

ー
ト

の
幅

広
い

と
ら

え
方

で
、

様
々

な
活

動
、

考
え

方

を
知

る
こ

と
が

で
き

ま
し

た
。

一
人

ひ
と

り
の

も
つ

可
能

性
を

生
か

す
仕

組
み

を
考

え
る

ア
ー

ト
展

－
Ac

tio
n！

－

（
参

考
）

元
気

の
で

る
ア

ー
ト

事
務

局
：
社

会
福

祉
法

人
み

ず
ほ

厚
生

セ
ン

タ
ー
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MEMO
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議題３

自立支援協議会を活用した

障がい者スポーツの普及
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Ｈ２７年度障がい者余暇活動「集いの場」　予定表

　内　容：障がい者スポーツ「ボッチャ・フライングディスク」他

　　　　　（他種目や文化活動等にも広げる予定）

　日　程：平成２７年７月以降、月1回（土曜の午前中） 

　７月１１日（土）

　８月２２日（土）

　９月２６日（土）

１０月２４日（土）

１１月２８日（土）

１２月２６日（土）

　１月１６日（土）

　２月２７日（土）

　３月２６日（土）

　場　所：野岡体育館（7月のデモ当日以外は、片面のみ）

　指導者：大分県障害者スポーツ指導者協議会より派遣。１回に3名。

　対　象：市内の障害者のうち希望する者および障がい者スポーツに関心のある方

　定　員：約15名程度（７月のデモの定員は決めていない。３０名程度の可能性あり）

　予　算：道具は市内の障害者施設や社協から借用のため無料

　　　　　会場使用料は市の申請により無料

　　　　　参加料は徴収しない

　主　催：佐伯市地域自立支援協議会 地域生活支援部会兼合同部会

　　　　　佐伯市 障がい福祉課 障がい福祉係
　　　　　
　担　当：地域生活支援部会兼合同部会部会長

　　　　　佐伯市障がい福祉課障がい福祉係　

午前10：00～11：30
※7月11日は、デモンストレーション。
※7月と1月以外は、毎月第4土曜日
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　　平成２８年度「障害者の余暇活動　集いの場」（障害者スポーツ）について

　佐伯市自立支援協議会地域生活支援部会において、障害者の地域生活についての現状

把握をアンケート調査や聴き取り等にて行った結果、障害者が余暇活動を楽しむ機会は

少なく、公共施設等を利用する際も障害者が利用しやすい環境とは言えない現状が明ら

かになった。その背景には、①障害者が参加できる余暇活動の場や機会の不足②移動面

での困難さ③新たな場を作っても継続しにくい等があげられた。

　そこで、２７年7月から障害者が楽しめる余暇活動「集いの場」を開催し、県も普及

啓発に取り組んでいる障害者スポーツである「ボッチャ・フライングディスク」を実施

している。

　事業名：障害者余暇活動「集いの場」

　日　程：平成28年4月～平成29年3月までの毎月1回　

　　　　　土曜日の午前10時～12時

　場　所：佐伯市営　野岡体育館（市主催のため無料）

　指導者：大分県障害者スポーツ指導者協議会（事務局：太陽の家）より派遣

　　　　　ボッチャ協会・フライングディスク協会（障害者スポーツ指導員）

　対　象：市内の障害者のうち希望する者

　定　員：約30名（H27年度平均参加者数25名）

　内　容：障害者スポーツ　ボッチャ・フライングディスク　　　　

　　　　　（重度の障害者のために考案されたスポーツでパラリンピックの正式種目

　　　　　競技は老若男女の区別なくできる。）

　費　用：道具は、市内の障害者施設・社協等にあるため、無料。

　　　　　会場使用料は、市の申請により無料。

　　　　　指導者派遣料として、指導者1名につき１回４５００円（日当＋旅費）

　　　　　報償費（講師料）　4,500円×３名×１２ヶ月＝162,000円

　課　題：今後の課題として、現在は指導者の他に補助的な支援ができるボランティア

　　　　　および移動手段の確保等について、今後の部会において検討する予定である。
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報告事項
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平成２８年度大分県自立支援協議会の議題について（案） 

 

 来年度協議する議題については、下記のとおりの予定です。 

自立支援協議会で協議したい事項等がございましたら、随時事務

局にご連絡ください。 

 

（平成２８年度第１回大分県自立支援協議会議題） 

平成２８年７月開催予定 

 

1．市町村自立支援協議会の開催実績の報告及び各協議会の課題解

決に向けた取組や支援について 

 

2．今後の相談支援従事者研修の実施のあり方について 

 

（平成２８年度第２回大分県自立支援協議会議題） 

平成２８年１２月開催予定 

 

1．障がい福祉計画（第 4 期）の進捗状況について 

 

2．障がいのある方を支援するための相談支援体制整備について 
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（公印省略）

障 福 第 ２ ５ ８ ２ 号

平成２８年１月１３日

関 係 各 位

大分県福祉保健部障害福祉課長

大分県障がいを理由とする差別解消フォーラムの開催について（お知らせ）

本県の障がい福祉行政の推進につきましては、平素から格別のご理解とご協力を

賜り、厚くお礼申し上げます。

さて、この度、本年４月に施行される障害を理由とする差別の解消の推進に関す

る法律の円滑な施行と障がいに対する県民理解の一層の促進を目的とした標記のフ

ォーラムを別添開催要領のとおり開催することとしたのでお知らせします。

なお、ご参加いただくためには事前の申し込みが必要となりますので、県庁ホー

ムページから申し込みください。

担当：地域生活支援班 髙山、小野

TEL：097-506-2725（直通）／ FAX：097-506-1740
E-mail：takayama-takashi@pref.oita.lg.jp
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開 催 要 領

行 事 名

大分県障がいを理由とする差別解消フォーラム

目 的

平成２８年４月に施行される障害者差別解消法及び差別解消条例の円滑な

施行を目指すとともに、県内における障がい者差別解消に向けた取組の促進

と機運の醸成を図ることを目的とする。

開催日時

平成２８年２月２１日（日） １３：００～１５：３０

場 所

大分県労働福祉会館ソレイユ（定員２８５人）

大分市中央町４丁目２番５号 097-533-1121

対 象 者

どなたでも参加可能

内 容

（１）「障がいのある方の権利擁護について（仮題）」

弁護士 徳田靖之 氏

（２）「障害者差別解消法とガイドラインについて(仮題)」

内閣府障害者制度改革担当室 政策企画調査官 尾上浩二 氏

（３）「障がいのある人もない人も心豊かに暮らせる大分県づくり条例（案）」

の制定について

そ の 他

参加無料ですが、事前の申し込みが必要です。以下のアドレスから簡易申

請システムをご利用ください。

https://www.egov-oita.pref.oita.jp/xGZodk5E

※不明な点は担当者（髙山、小野）あてご確認ください。
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